
【学校教育目標】

【重点目標（中・長期的目標）】

評 価 項 目 評  価  の  観  点 担  当 目標・留意点(関係組織・評価方法等) 評価 達成状況と今後の課題

カリキュラムマネジメントに基づき実践する教育内
容は、生徒の進路実現に効果的なものであったか。

B

本校の特色を生かした新教
育課程の実施２年目にな
り、選択科目の配置の課題
が見えてきた。来年度以降
に修正をしていきたい

選択科目の選択群の構成並びにそれに属する科目の
配置及び内容は適切であったか。

B
生徒の進路希望に応じて
類型選択をできるようにし
た。

思考力や想像力を伸ばし、他者の考えを理解する能
力を育成できたか。自分の考えを適切に表現する能
力を育成できたか。ことばに対する関心を高めるこ
とができたか。

国語科
７割以上の生徒が満足感を得たか。(授業
アンケート)

B

他者の考えを知る機会、自分の
考えや調べたことを表現する機
会を作るとともに、習熟度別授
業により個別対応を重視するこ
とができた。７割以上の生徒の
満足を得ることができた。

授業編成の工夫や添削指導などを含むさまざまな補
習を通して、個々に応じた基礎学力の向上を図るこ
とができたか。また、言語能力の育成を意識し、対
話(双方向)的な活動を行ったか。

数学科
７割以上の生徒が満足感を得たか。(授業
アンケート)

B

ティームティーチングを行
うことにより手厚く個別対
応を行うことができた。約
７割の生徒の満足感を得
ることが出来た。

習熟度別授業や選択授業、また放課後の補習を通し
て、個々に応じた基礎学力の向上を図ることができ
たか。授業での言語活動を通して、英語への関心を
高めることができたか。

英語科
７割以上の生徒が満足感を得たか。(授業
アンケート)
必要に応じて補習を実施できたか。

B

少人数授業とTTにより個の
学力に応じた指導ができ
た。個別補習により検定や
進学に向けた指導を行い、
基礎学力の補充ができた。

日本と世界の地理・歴史および政治経済に関する基
本的事項を理解させ、地域や社会に貢献できる態度
を育むための授業実践を行い、適切な振り返りを
行ったか。

地域の課題および地域を題材とした授業を
各学年１件以上立案し、実施することがで
きたか。授業アンケートを行い、その結果
を次年度授業計画に反映させたか。

A

全学年とも地域を素材とした
授業を一件以上実施した。
引き続き、地域資源を教材
化していく。

「観光」にかかわる学習活動をさらに拡充させ、よ
り魅力的で、より教育効果の高いものとするための
研究をしたか。

新規に発案した企画、または、改善を加え
た企画を２件以上立案し、実施することが
できたか。

A

ガイド実習や、高校生ホテ
ル、リゾートビューのお迎え
など、新規企画も含めて２件
以上実施することができた。

実験・実習の目的、操作の意味を理解させ、実験結
果をグラフや表にまとめ、考察させるなどの学習活
動を通して、探究的な学びの土台作りができたか。

理科
科目ごと、各単元で１回以上生徒実験を行
うことができたか。

B
各科目、各単元で実験や観
察を１回以上行うことができ
た。

運動の合理的、計画的実践に主体的に取り組むこと
ができたか。自らの健康や環境を適切に管理し、改
善していくための資質、能力を高められたか。

保健体育科
７割以上の生徒が満足感を得たか。(授業
アンケート)

B
自主的に行動できる生徒が見
受けられるようになった。

生徒一人ひとりの技能、技術の伸長を図ることがで
きたか。
芸術を愛好し、深く味わおうとする心情を育むこと
ができたか。

芸術科
７割以上の生徒が満足感を得たか。(授業
アンケート)

B

活動に制限がある中で、
生徒の希望も生かしつつ
適切な指導を行うことが
できた。（85％）

生活者として生きるための知識や技術を身につけ、
主体的に人生をつくれるようにワーク・実験・実習
を活用した授業展開を工夫し、生徒が主体的に取り
組むことができたか。

家庭科
７割以上の生徒が満足感を得たか。(授業
アンケート)

B

実習を通じて知識や技術を身
につけることができた。特に調
理実習での外部講師の活用、
保育園実習は好評であった。来
年度はICTの活用を工夫してい
きたい。

商業科目に興味を持たせ、資格取得を通じて、社会
で使える知識・技術（スキル）を身につけさせるこ
とができたか。

商業科
７割以上の生徒が満足感を得たか。(授業
アンケート)

B

ビジネスの実習として、古本屋
の貸棚で２か月間ほんの販売
を行うことでマーケティングへの
興味。関心を高めることができ
た。

情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な
知識と技能の習得と情報社会の特性を理解し、情報
化の影の部分に対応し、適正な活動ができる考え方
や態度を身につけることができたか。

情報科
７割以上の生徒が満足感を得たか。(授業
アンケート)

B

情報モラルの内容では、最新の情
報を扱うなど心がけた。Life is tech
を使ったプログラミング学習では、
自己のペースで学習することが出
来て、6割の生徒が概ね満足してい
た。
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令和５年度　白馬高校　学校評価

　真理と正義を愛し、勤労と責任を重んじ、創造力と自主的精神に充ち、地域と国際社会に貢献できる個性豊かで心身ともに健
康な人材の育成を目指す。

「白馬にしかない」学びの創造
①地域と連携した全国モデルとなる学校協働運営体制を構築する。
②地域資源を最大限に活用し、国際的な視野を持ち地域視点で行動するグローカル人財の育成。
③基礎的な学力の定着と21世紀型学力の育成に向けた授業改善と授業力向上。
④自らの生き方を主体的に意思決定し行動できる進路指導とキャリア教育の充実。

１　令和６年度高校再編基準該当の回避
２　個に応じた生徒支援と特色ある教育活動の推進
①学習・生活の両面における個に応じた丁寧な支援・指導を通じた、いじめや体罰のない安心・安全な学校づくり。
②地域からの提案を活用した、環境と観光、国際を軸とする探究的で多様な学びの機会の提供と生徒個々のキャリアデザインの
具体化支援。
③支援係との連携体制の一層の強化。寮生・下宿生に対する丁寧な支援・指導と地域との交流促進。
④地域みらい留学を通じた全国募集の促進と地元生確保に向けた、地域、地元小中学校等に対する積極的な情報発信、相互交流
の強化。

【今年度の重点目標】

進路状況、資格取得状況等の結果による。

地歴公民科
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評 価 項 目 評  価  の  観  点 担  当 目標・留意点(関係組織・評価方法等)

生徒・職員が安心感をもって取り組める環境整備を
行うことができたか。

10件以上の改善提案を行うことができた
か。

B

職員会議や朝会の削減や、生徒の
緊急連絡や相談窓口を行える
フォームの作成等５件程度の改善
提案を行うことができた。

生徒に落ち着いた学習環境や機会を提供し、生徒の
学力向上を図ることができたか。

対話的・協働的な授業、ICTを活用した授
業の取り組みを推進し、授業評価アンケー
トにおいて、７割以上の生徒が満足感を得
られたか。

B

10月に行った授業評価アンケート
では「興味関心や学習意欲を高め
る工夫をし、わかりやすく充実した
授業を行っている」に対し７割の生
徒が肯定的な回答を行っていた。
今後も生徒の活動が重視される授
業づくりを推進していきたい。

基本的な生活態度が確立されたか。
８割以上の生徒が達成できたか。(服装、
あいさつ、マナー)

B

日常の基本的生活習慣指
導、定期的な服装・あいさつ
指導を通じ、規律風紀の維
持ができた。

健全な高校生活を送るために、豊かな人間関係の形
成および問題行動の防止ができたか。

８割以上の生徒の評価が得られたか。 B

大半の生徒は落ち着いた学
校生活を送れたが、一部生
徒による指導事案は例年よ
り多かった。課題予防的指
導が必要である。

さまざまな機会を通して、交通事故の防止ができた
か。

各種指導を実施できたか。(交通安全講
話、自転車乗車指導等)

B

定期的な自転車通学指導を
行い、交通安全教室を実施
し交通安全の啓発を行っ
た。今年度交通事故や苦情
はなかった。ヘルメットの着
用率向上が課題

さまざまな機会を通して、盗難の防止ができたか。 移動や集会のたびに声かけはできたか。 B

イベント時の注意喚起や空
き教室での貴重品管理の徹
底を呼びかけ一定の効果は
あったが、いまだ貴重品管
理に無頓着な生徒はいる。

生徒が安心、安全で学校生活を送ることができた
か。

地域、保護者、生徒、職員等からの情報を
活用できたか。

A

日々生徒個人に寄り添う指
導を職員が心がけ、職員間
の連携、保護者や地域から
の情報を活用しながら指導
に当たることができた。

生徒の志望や適性・学力などを正確に把握し、適切
な情報提供を行い、進路決定までていねいに指導す
ることができたか。

指導に対して７割以上の生徒が満足した
か。（最終学年生徒へのアンケートによ
る）

A

担任、係を中心に粘り強く丁
寧に指導することができた。
アンケートの結果から、３年
生の87.5％が進路指導に
「満足」「だいたい満足」と答
えた。

生徒の希望と意欲に応じて、早い段階から進路目標
を持たせ、普段の授業に加え模試や補習などを効果
的に組み合わせた学習計画に沿って、戦略的な進路
指導を行うことができたか。入試について研究し、
生徒を適切に指導できたか。

指導体制を整え、生徒が目標に向かって学
習を進めることができたか。

A

多くの先生方の協力も得なが
ら、係が中心となって指導体制
を構築し、各生徒の進路実現に
つなげることができた。また、
１、２年生も進路意識を持った
生徒が増えてきていた。

キャリア教育
組織的で系統的な教育活動を展開する中で、生徒の
人生観・勤労観を養い、目標を持って意欲的に行動
することを促せたか。

就業体験、企業見学、職業人講話など、さ
まざまな学習の機会を与えることができた
か。

A

1年次の就業体験が計画ど
おり実施することができた。
また、デュアル実習・企業見
学・職業人講話（社会人に
学ぶ）など積極的に行うこと
ができた。

授業や公営塾との連携によって生徒の学習状況を把
握し、学力向上を目指した取り組み（模試や７時限
補習など）を推進することができたか。

A

３か月に１回公営塾との連
絡会を持ち、指導に活かし
た。模試・補習を活用した生
徒も増えた。

個別指導や三者面談時の補習を通して、基礎学力の
向上が図れたか。

B

各学年では、朝学習に取り
組み、学習習慣の定着に努
力した。基礎力診断テストで
Dゾーンを減らすことには課
題が残る。

生徒が達成感を経験し、自信をつけるため、さまざ
まな場面で生徒に活躍の場を提供できたか。

７割以上の生徒が達成感を実感できたか。
(アンケート実施)

B

生徒アンケートを実施し、委
員会活動を活発に行えるよ
うに働きかけを行った。各活
動を通じて自信をつけ、成
長する姿が見られた。

生徒会の将来を考え、組織や活動方法の見直しを行
い、必要に応じて改善できたか。

活動実績の点検。 B

必要に応じて活動を見直し、
生徒会の組織のあり方につ
いて、生徒が主体的に議論
する場面が見られた。

文化祭
早い時点から、生徒主体で計画の立案を行い、充実
した内容の文化祭を実施できたか。

７割以上の生徒が満足できたか。（アン
ケート実施）

Ａ

生徒主体で計画・準備・運営
にあたることができた。アン
ケートでは、９割以上の生徒
が充実していた、まあまあ充
実していたと回答。

さまざまな機会を通して、生徒会活動に参加させる
ことができたか。

７割以上の生徒が達成感を実感できたか。
(アンケート実施)

B

個人差はあるが、多くの生
徒が生徒会活動に参加する
ことができた。生徒アンケー
トを実施し。学校生活につい
ての討論会を企画している。

ボランティアや国際交流などの公共的な面にも目を
向けさせることができたか。

活動実績の点検。 B

コロナ禍により中止になって
いた行事が再開し、ボラン
ティアなど、様々な活動に目
を向け行動することができ
た。

生
徒
指
導

生徒指導 生徒指導係

進
路
指
導

進路指導

進路指導係

学習指導
基礎力診断テストでDゾーンを減らし、C
ゾーン以上を増やすことができたか。

生
徒
会

生徒会活動

生徒会係

生徒の自主性

教
務

教務 教務係
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評 価 項 目 評  価  の  観  点 担  当 目標・留意点(関係組織・評価方法等)

健康
健康についての意識付けができたか。
RAMPSを活用し、生徒の状況を把握できたか。

B

RAMPSを個別・一斉に実施す
ることができ、生徒の状況を把
握する一端とすることができた。
今後も、継続し定期的に行って
いきたい。

学校内外の安全点検を実施し、その対策と安全確保
ができたか。

B

安全点検を実施し、危険な
箇所はなかったが、ハチの
巣が複数見つかった。今後
も校舎外には特に注意して
点検していきたい。

校舎内外の美化に努め、学びの場としての環境づく
りができたか。

B

生徒対象のアンケートでは、回
答者の９割近くが清掃によく取
り組めたと答えた。一方で、清
掃のあり方に対する課題も多く
あり、できるところから改善する
方法を考えていきたい。

生
徒
相
談

特別支援教育

発達に障がいを抱える生徒や不登校生徒、不安や悩
みを抱える生徒へのカウンセリングや支援・相談が
適切に行えたか。また、そのような生徒を支援する
ために教員の指導力向上を図ることができたか。

特別支援教育
委員会

生徒や保護者の意向を踏まえ、スクールカ
ウンセラー事業重点派遣校の96時間を効果
的に活用し、支援できたか。
個々の生徒に合った支援体制の実施と必要
な見直しができたか。
教職員対象の研修会を年１回以上行った
か。

B

生徒や保護者の意向に沿っ
て、追加分も含め１００時間のカ
ウンセリングを実施できた。スク
ラムネットの先生のご協力のも
と、支援を必要とする生徒の就
労に向けたサポート体制を整え
始められた。職員研修は１回行
えた。

学習面
基本的生活習慣を身につけさせるとともに、勉強の
仕方を習得させ、学習意欲を向上させることができ
たか。

アンケートを実施し、その評価による。 B

朝のホームルームの時間に地
元の新聞の読み取り学習を行
い、国語力向上や地域につい
て理解を深めることに努めた。

進路指導
就労体験や進路ガイダンスなど進路に関するプログ
ラムの実施により、進路選択の幅を広げさせること
ができたか。

アンケートを実施し、その評価による。 B

就労体験や進路ガイダンスを通
して様々な職業について知り、
半数以上の生徒が卒業後の進
路について考えを深めることが
できた。

総合学習
北アルプス学

総合的な探究の時間・北アルプス学において、地域
の環境や歴史、産業について学び、自分なりの課題
意識を持つことができたか。

アンケートを実施し、その評価による。 B

修学旅行の行き先や、観光
ルートについてスライドにま
とめ、発表することを通して
観光学習を深めることがで
きた。

学習面
朝学習や補習等を積極的に活用し、個々に必要な資
格を取得することができたか。

アンケートを実施し、その評価による。 B
8割以上の生徒が朝学習に
よく取り組んでいた。資格に
対する意識が高まった。

進路指導
系統的なキャリア教育のプログラムを生かして様々
な体験をすることにより、個々の具体的な進路目標
を確立することができたか。

アンケートを実施し、その評価による。 B

半数以上の生徒は進路目
標がある程度定まった。今
後も進路関係の行事等を活
用して残りの半数の生徒が
目標を定められるように取り
組みたい。

総合学習
白馬学

総合学習の時間において探究学習の推進が出来た
か。また、研修旅行を通して地域の特色や観光業へ
の理解を深めることができたか。

白馬フォーラムでの生徒発表、実りある研
修旅行となったか、旅行後の生徒アンケー
トを実施し、その評価による。

B

９割の生徒が修学旅行に
満足していた。実施後に
行った発表会でもそれぞ
れの体験が充実したもの
であることがうかがえた。

学習面
朝学習や補習等を積極的に活用し、基礎学力の補
充、入試に対応できる力をつけることができたか。

アンケートを実施し、その評価による。 A

朝学習においては、個人
目標を立て計画的に学力
補充や入試対策に取り組
んだ。9割の生徒が朝学
習の内容に満足している
と回答した。

進路指導
第一志望を明確化し、教員との面談を重ね、生徒本
人が納得できる進路の実現をサポートできたか。

進路状況による。 B

生徒指導係と協力し生徒
との面談を綿密に行い、
個人に合わせた指導を展
開できた。引き続き一般
受験に向けた指導を行っ
ているところである。

総合学習
白馬学

総合的探究の時間において、進路や自身のキャリア
プランを考え、進路実現に向けて資格取得など必要
な学習の成果を得ることができたか。

資格取得状況や進路状況による。 B

資格取得に向けた指導の時
間を設定したものの、取り組
みには個人差がついてし
まった。資格検定担当と連
携した指導をお願いしていき
たい。

◎学校運営に関するもの

評 価 項 目 評  価  の  観  点 担　　当 目標・留意点(関係組織・評価方法等)

レポートチャンネルやＨＰを通して、学校の活動の
様子や情報を地域に向けて積極的かつ効果的に発信
し、その結果保護者や地域の方の学校への理解が深
まったか。

教務係

レポートチャンネルを２か月に１回以上発
行し、７割以上の保護者が本校の情報発信
に対して満足感を得られたか。(アンケー
ト結果)

B

レポートチャンネルについては、１
月現在、合計５回発行しており、今
年度内に１回発行を予定している。
HP内「白馬高の日常」は今年度更
新があまり行えなかったことを踏ま
え、今後全職員へ改めて記事の執
筆についてお願いしていきたい。

白馬・小谷両村をはじめとする周辺の小中学校、行
政・企業や地域との連携を深めることができたか。

教務係
教員による中学校訪問、中高連携・小高連
携事業を年間５回以上実施できたか。

A

近隣中学校に対しての学校説明の
他に、小谷中学校との職員交流や
環境選択生徒と中学生との交流な
どを５回以上実施することができ
た。また、地域へのボランティア参
加や地域と連携した授業を数多く
実施することができた。

ＰＴＡ行事などを通して、保護者の方との意見交換
を充分に行うことができたか。

教務係(ＰＴ
Ａ担当)

７割以上の保護者が満足感を得られたか。
(アンケート結果)

A

国際観光科のガイドツアー実習で
は、地域の保護者などにも参加い
ただき、親睦を深める機会となっ
た。またガイドツアーに関するアン
ケートでは、７割以上の満足感を得
ることができた。

地域・保護
者
との連携

連
携

２
学
年

２学年

３
学
年

３学年

保
健
・
環
境

保健環境係

１
学
年

１学年

アンケートを実施し、その評価による。

環境
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対面およびオンラインによる異文化交流や海外留学
等を通して、生徒の国際感覚および異文化理解力を
涵養できたか。

国際交流委員
会

７割以上の生徒および参加者が満足感を得
られたか。（アンケート実施）

A

シンガポールの生徒との対面での
交流を実施し、異文化間のコミュニ
ケーションを体験する機会となっ
た。アンケートでは、参加した生徒
の75％が「満足」「とても満足してい
る」と答えた。また、海外語学研修
の再開に向けた計画を進め、３月
にニュージーランドにて実施予定で
ある。

学校行事にて、保護者・地域の方との交流を図るこ
とができたか。

教務係(ＰＴ
Ａ担当)

各行事の参加状況が前年度を上回ったか。 A

コロナによる規制も緩和され、
文化祭での駐車場係や、強歩
大会での豚汁のふるまいなど
前年度に比べて多くの保護者
に参加いただけた。

安全・安心
な学校づく
り

生徒がいじめや体罰を受けることなく、安全で安心
な学校生活を送ることができたか。

コンプライア
ンス委員会

・いじめ防止のための指針に基づき、教職
員が研修を深め、さまざまな機会を通して
生徒への啓発指導を行い、いじめ事案の発
生を予防することができたか。
・非違行為に係る職員研修を通じて、体罰
事案の発生を予防することができたか。
・アンケート調査等を通じて、生徒の現況
を適切に把握することができたか。
・いじめ・体罰事案が生じた場合に適切な
対応をとることができたか。

B

・８月に職員研修を行い、非
違行為防止について再確認
ができた。
・学校生活アンケートを生徒
に実施し、いじめの早期発
見に努めた。
・６月に２件いじめ事案が発
生したが、生徒指導係、学
年が中心となり生徒、保護
者へ対応し、事後の見守り
も含めて対応した。

校内研修を定期的に開催し、職員全体の意思疎通と
共通認識を醸成するように努めたか。

教務係
生徒指導(人権教育)はもとより、法令・社
会規範・倫理を遵守するよう２回以上の研
修を実施することができたか。

B

５月に職員の防犯研修、８月に
コンプライアンス研修、９月に特
別支援に関する研修を行い、職
員全体で共通の認識をもつこと
ができた。

公開授業をお互いの授業を研究する機会と捉えて、
積極的に研修できたか。

教務係
授業力向上のために職員間で互いの授業を
自由に見学できる期間を設け、各職員年間
３回以上の授業見学ができたか。

B

８割の職員が１回以上の授業
見学を行ったが、そのうち年間
の授業見学を３回以上行った職
員の割合は３割にとどまった。
しかし、見学の回数に関わらず
授業改善に活かせたという意見
もあった。

地域・保護
者
との連携

連
携

管
理
運
営

校内研修


